
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

中1-3 情報活用能力 SNSのトラブルについて考える オクリンクプラス

SNSトラブルの事例について、当事者になったつもりでいろいろな立場から
考察し、どう行動すればよかったのかを考える

準備：

・共有コードを使用してカード（ワーク①提示資料１枚、ワーク①カード4枚、ワーク①解説カード6枚、
ワーク②カード1枚）を取得する。
・みんなのボードを班の数分、用意する。 ワーク①カード4枚を各班のみんなのボードに送信する。
・準備したワーク②カードを子供たちのマイボードに送信する。
授業の流れ：

1. 先生はワーク①提示資料にあるトラブル例を示し、「SNSトラブルの事例について考えてみましょう。こ
の例ではどんな人たちがどのように関わって、炎上が起きてしまいましたか？ また炎上してしまうと、そ
れぞれの人にどんな影響があると考えられますか？」と発問し、何人かに答えてもらう。

2. 各自、自分の班のみんなのボードのワーク①のカードを開く。「行動した時の気持ちや、その行動の影
響」についてそれぞれ炎上に関わった別々の人の視点から考え、班で分担してワーク①-1～①-4の
カードに意見を書いていき、出てきた意見をもとに班で話し合いを行う。

3. いくつかの班が代表で発表し、全体で意見を共有する。
4. 先生がワーク①の解説カードを使って“どの人にどんな影響があるか、将来に渡って影響がある可能性

もあるか”を解説する。さらに「インターネットの特徴」「困ったことが起きた場合の対応」を解説し、イン
ターネットの特性やトラブルの対処法の理解を深める。

5. 各自、マイボードに送信されたワーク②のカードを開き、インターネットやSNSのトラブルを回避するため
に自分ができることを考えて書き、提出BOXに送信する。

• 「トラブルの原因や影響について考えることで、自分が当事者だったらという想像を促します。
• それぞれの当事者が何となくやってしまったことで、取り返しがつかないことが起きる可能性を
理解し、自分の行動が社会に及ぼす影響について理解を促すことができます。 pb01KY69JE56CBJMA8WDDN0365Q1
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イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/
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カード（ワーク①、ワーク①解説、ワーク②）

ワーク①カード（トラブル例、ワーク①-1～①-4）

ワーク①解説（①-1～①-4の想定例、インターネットの特徴、困ったことが起きた場合の対応）

ワーク②カード

イラスト出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/
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